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	【問題1】
	問1 理想気体が等温可逆膨張する場合について，以下の(1)～(3)に答えよ。
	問2 ピストンにかかる外圧が0の状態で理想気体が断熱自由膨張する場合の系の内部エネルギー変化∆𝑈を求めよ。
	問3 図1.1の温度,𝑇-A.と温度,𝑇-B.ではどちらの温度における定積熱容量が大きいかを，判断の根拠とともに答えよ。
	問5 下記の語句を50字程度でそれぞれ説明せよ。

	【問題2】
	問1 自由電子について，以下の(1)〜(4)に答えよ。
	(1) 運動している電子の速さを𝑣，質量を𝑚として電子の運動量の大きさを𝑣と𝑚を用いて表せ。
	(2) 運動している電子のエネルギーが𝐸の場合の電子の運動量の大きさを𝐸と𝑚を用いて表せ。
	(3) 電子の粒子性に加え波動性を考慮した場合，電子の波長をプランク定数ℎと𝐸，𝑚を用いて表せ。
	(4) 速さ2.1×,10-6. m/sで運動する電子のド・ブロイ波長を求めよ。ただし，𝑚=9.1×,10-−31.kg，ℎ=6.6×,10-−34. J・sとして計算せよ。

	問2 原子の線スペクトルについて説明した次の文章を読んで，以下の(1)〜(4)に答えよ。
	線スペクトルとは，原子のエネルギー準位間を電子が遷移することによって放射または吸収される光を分光器で観測した際に，特定の波長に線状に現れるスペクトルのことをいう。原子をボーアモデルで考えた場合，原子核に束縛されている電子はボーアの量子条件を満たすため軌道半径は （a） である。このような原子に外部から連続したスペクトルの光を照射すると，２つの異なる電子軌道のエネルギー差に相当する波長の光が原子に吸収されることで，電子はエネルギーの高い軌道に遷移し，原子は （b） 状態となる。一方，加熱や放電などに...
	(1) 文章中の（a）〜（c）に最も適切な語句を次の選択肢の中から選び答えよ。
	(2) ボーアの量子条件を説明せよ。図や式を用いてもよい。

	【問題3】
	問1 原子軌道の動径節に関して，以下の(1)，(2)に答えよ。
	(1) 動径波動関数において，動径節の数を主量子数nと軌道角運動量量子数（または方位量子数）lを用いて表せ。
	(2) 2s軌道，2p軌道の動径節数をそれぞれ答えよ。

	問2 等核二原子分子の結合性のσ軌道と結合性のπ軌道をその違いがわかるように，括弧内の語句を全て用いて説明せよ。 （結合軸，節面）
	問3 周期表の同一周期元素の第一イオン化エネルギーは，原子番号が大きいほど大きくなる傾向にある。この理由を有効核電荷と関連付けて説明せよ。
	問4 酸素および窒素に関して，以下の(1)～(4)に答えよ。
	問5 周期表の第4周期に属する遷移金属元素の基底状態における電子配置に関して，以下の(1)，(2)に答えよ。


